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（AARとは）ふりかえりと改善
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AARとは、経験の少ない(災害)現場において、事中や事後の
様々な防災行動において、出来たこと、改善すべきこと、など
を当事者間でふりかえりを行い、次の防災対応に活かすための
改善策を提案し、調整し、計画に反映させるものである。

米国では、法律でAARを義務化している州もある。

連邦政府、州政府、市町村、民間など災害後にAARを行い、仕
組みの改善に繋げている事例は多い。
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作成者 連邦政府、州郡市
医療機関、交通事業者
さまざま

AARの取組例(米国）

2013年ハリケーンサンディ後の
連邦政府危機管理庁（FEMA） AAR

201７年コヨーテ洪水後の
カルフォルニア州サンノゼ市のAAR
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令和2年7月豪雨のAAR/IP(球磨川）

AAR

ふ
り
か
え
り

IP

改
善
計
画

気象現象：
気象台

防災対応：
県・市町村

・対応記録のレビュー
・ヒアリング調査

・AAR/IP会議 (第1回R3.3.31 第２回R3.3.15）

住民の避難行動

住民アンケート

起きたこと・
行ったこと
の整理

改善方針
の整理

課題（改善点）
の整理

改善計画のとり
まとめと実施

・防災行動計画（タイムライン）の改善方針
・早期警戒・情報共有方法の改善方針
（今回AAR/IP会議の検討事項）

・タイムラインの改善（2021版のとりまとめ）
流域タイムライン・コミュニティタイムラインなどへの展開

ふりかえり事項と
関係機関

河川の水位・氾
濫現象

河川管理者

球磨川流域の12市町村、八代河川国道事務所、熊本地方気象台ならびに熊本県、有識者で実施。

令和2年7月の豪雨災害を受け、災害対応（球磨川水害タイムライン等）のふりかえりを行い、関係機関で改善内容

につい

て検討を進める。
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